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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤と、該遊技盤に設けられたガイドレールと、該ガイドレールによって前記遊技盤
に区画形成された遊技領域と、該遊技領域内に配設された始動入賞口と、該始動入賞口よ
り上方に配設された表示装置と、該表示装置の表示画面の外周付近を取り囲むように、前
記遊技領域内に配設されたセンター装飾部材とを備えており、前記始動入賞口より上方で
、且つ、前記センター装飾部材と前記ガイドレールの間の遊技領域には、複数の障害部材
が設置されることで転動領域が形成されていると共に、該転動領域を転動流下するパチン
コ球が通過可能なワープルートが形成されており、該ワープルートの一部が表示画面と重
なる位置に配設され、少なくとも前記ワープルートの表示画面と重なっている部分は透明
の光透過性材質によって形成されており、
　前記センター装飾部材には、前記ワープルートを通過したパチンコ球及び前記表示装置
の下方の前記転動領域から跳ね上がったパチンコ球を前記始動入賞口に向けて転動流下さ
せるレーンを有するステージが形成されており、
　該ステージの横方向の一部には、前記レーンより遊技者側の位置で上方に向けて起立し
、前記転動領域で跳ねた複数のパチンコ球の一部が前記ステージに載ることを防止して、
前記転動領域からのパチンコ球の跳ね上がり量を調整可能な隔壁を有しており、
　前記隔壁は、透明の光透過性材質によって形成されており、該隔壁の後方には前記ワー
プルートの透明の光透過性材質によって形成された部分が重なって配設されていると共に
、さらにその後方に表示画面の前面一部が前記隔壁に対向するように重なって配設されて
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いることを特徴とするパチンコ機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機に関し、特にパチンコ機が備えるセンター装飾部材の構造に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来のパチンコ機では、例えば、特許文献１に記載されているように、遊技領域の中央
の位置に配置された表示画面を囲むようにしてセンター役物（「センター装飾部材」に対
応するもの）が配置されており、また、センター役物の下部には、ワープ装置からのパチ
ンコ球が転動する球受け棚（「ステージ」に対応するもの）が設けられている。さらに、
センター役物の周囲の遊技領域には遊技釘（「障害部材」に対応するもの）が配置される
とともに、センター役物の下外側に始動入賞口（「入賞口」に対応するもの）が配置され
ている。
【０００３】
　また、センター役物の左上縁部には傾斜面が形成されており、その傾斜面に発射球が衝
突すると、多くのパチンコ球は、センター役物の左横外側を転動流下して、センター役物
の下外側に案内される。
【特許文献１】特開２００５－１３７０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、近年、表示画面は大型サイズのものが配置されるようになってきている
ため、センター役物の左上縁部の外側に位置する遊技領域、ひいては、遊技領域内でパチ
ンコ球が転動流下可能な転動領域が狭くなる傾向にあり、入賞率を考慮した遊技釘のレイ
アウトに対して非常に厳しい制約が生じていた。
【０００５】
  具体的に言えば、表示画面のサイズが、例えば１５インチなど、大型になればなるほど
、遊技釘のレイアウトの自由度は減っていくため、センター役物の略斜め上部から横外側
を転動流下するパチンコ球を減速させることを目的として遊技釘の配置を設計する際や、
センター役物の下外側に配置された始動入賞口に向かって案内させることを目的として遊
技釘の道筋を設計する際に、入賞率の調整を行うことが非常に困難となる。
　入賞率の調整においては、遊技釘のレイアウトだけでなく、センター役物の略斜め上方
部に形成された傾斜面の傾斜角度も大きく影響する。なぜなら、その傾斜角度を変化させ
れば、その傾斜面に衝突した発射球の勢いに変化が生じて、パチンコ球が遊技釘に衝突し
ながら始動入賞口に向かう確率も変化するからである。
　また、センター役物の下外側に配置された始動口に案内するための遊技釘の道筋におい
ては、そこからパチンコ球がステージに跳ね上がり過ぎると、入賞率に大きな影響を与え
る。
　これらのことは、表示画面のサイズが大型になればなるほど、入賞率を考慮した遊技釘
の配置等、レイアウトに対する制約を厳しくするものである。
　従って、遊技釘の配置等、レイアウトに対する制約に対して、ゆとりある設計ができる
ようにするには、センター役物周辺の領域、即ち、遊技釘等を配置することでパチンコ球
が始動口へ流下するまでの転動領域のスペースを十分に確保することが必要である。
　この観点から、センター役物の一部を表示画面に重ねてしまうと、表示画面をせっかく
大型化したにもかかわらず、表示画面の一部が隠れてしまうために、表示画面の大型化に
伴う視覚効果などを十分に発揮させることができない。
【０００６】
  増して、このような制約に、更に、センター役物の片側に、装飾用の可動物等を設置し



(3) JP 4985918 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

たいといったニーズと、ワープルートを複数設けたいといったニーズが重なると、装飾用
の可動物の動作範囲から外れた位置にワープルートを設けなければならないことも加わる
こともあって、センター役物の横幅がより広がって、その分、転動領域がより一層狭くな
ってしまう。また、転動領域が、より一層狭くならないように、ワープルートを表示画面
に重ねてしまうと、表示画面がより一層、隠れてしまうため、表示画面の大型化に伴う効
果が、より一層十分に発揮できない。
【０００７】
　以上の点は、表示画面のサイズが、例えば１３インチなど、従来と同じであったとして
も、例えば、センター役物の外側のいずれか一方（左右いずれか一方）の転動領域に大型
役物又は装飾可動物や多数の役物を配置させる場合には、表示画面とともにセンター役物
を大型役物などの配置側とは反対方向に移動させて偏った配置をしなければならず、転動
領域が狭くなれば、同様にして懸念される。
【０００８】
　そこで、本発明は、上述した点を鑑みてなされたものであり、センター装飾部材によっ
て外周が取り囲まれた表示画面が大型化又は偏在されても、パチンコ球のステージへの跳
ね上がりを調整し易くする、即ち、始動入賞口への入賞確率を調整し易くすると共に、表
示画面の視認に支障がない構造を有したパチンコ機を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この課題を解決するために成された請求項１に係る発明のパチンコ機では、ステージの
レーンの位置より、上方に向けて起立する隔壁を設けているので、ガイドレールに案内さ
れて転動領域内に侵入したパチンコ球がセンター装飾部材の周辺を流下し、センター装飾
部材のステージと比べて流下方向に位置する障害部材を介して始動入賞口に向かって案内
される際に、その障害部材からセンター装飾部材のステージのレーンにパチンコ球が跳ね
上がる現象が起きる確率を隔壁をもって調整することができる。従って、転動領域内に設
けられた障害部材に対する配置制約も緩和される。
【００１０】
　また、隔壁は、透明の光透過性材質で形成されていることから、表示画面の一部を隠す
ように、前方に隔壁が起立していても、隔壁を介して表示画面を視認することが可能にな
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
  以下、本発明の実施の形態を、図面に基づき説明する。図１は、本実施の形態のパチン
コ機の遊技盤２０２を示した正面図である。遊技盤２０２の盤面２０２Ａには、略円形状
の外レール２０６Ａと内レール２０６Ｂ（請求項１の「ガイドレール」に相当する）とが
設けられており、外レール２０６Ａ及び内レール２０６Ｂの内縁で囲まれた領域をもって
、遊技領域２０７を形成している。
【００１２】
　更に、盤面２０２Ａの遊技領域中央付近には、後述するセンター装飾部材２０５の外周
形状に類似する形状であって、センター装飾部材２０５の外周寸法より、若干、小さい寸
法の孔（不図示）が設けられている。
　そして、図示されないが、表示制御基板と一緒に透明なケースに収納されユニット化さ
れた液晶タイプの表示装置が、遊技板２０２の裏面の所定位置にネジなどで固定される。
　このことによって、盤面２０２Ａの遊技領域中央付近に形成された孔（不図示）の後方
に、表示装置の表示画面２０３が位置するため、遊技者側となる正面から表示画面２０３
を視認することが可能となる。
【００１３】
　一方、遊技盤２０２の表面（正面）には、図１のごとく、センター装飾部材２０５の一
部が盤面２０２Ａの遊技領域中央付近に形成された孔（不図示）の一部を塞ぐように、且
つ、センター装飾部材２０５が、液晶表示装置の表示画面２０３の外周付近を取り囲むよ
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うに、遊技盤２０２の盤面２０２Ａに固定される。
　遊技盤に対する具体的な固定方法としては、センター装飾部材２０５のフランジ３１１
を遊技盤２０２の盤面２０２Ａに接触した状態で、フランジ３１１の螺子孔３１１Ａに螺
子を挿入することで固定される。
【００１４】
　遊技盤２０２の盤面２０２Ａに形成された遊技領域２０７内においては、センター装飾
部材２０５に加えて、複数の遊技釘２０９、２１０、２１３が配置されると共に、風車２
１１、第１始動口２１４、開閉式のチューリップ状羽根２１５Ａを有した第２始動口２１
５、ゲート２１６、大入賞口２１７、アウト口２１８、ＬＥＤなどを備えた電飾部材２３
１Ａなどが配設されている。
　従って、遊技盤２０２の盤面２０２Ａに形成された遊技領域２０７内のうち、表示画面
２０３を含めたセンター装飾部材２０５や第１始動口２１４、第２始動口２１５、大入賞
口２１７、アウト口２１８、電飾部材２３１Ａを排除した領域で、パチンコ球が転動流下
することが可能な転動領域２３２が形成されている。
【００１５】
　本実施の形態の遊技盤２０２は、図２に示ような、上皿２１９或いは下皿２２０、ハン
ドル２２１などが設けられたパチンコ機１に取り付けられるものであって、周知の事項で
ある。
【００１６】
　また、パチンコ機１においては、上皿２１９に集められたパチンコ球をハンドル２２１
の操作により遊技者が発射すると、その発射球がレール２０６Ａ，２０６Ｂに沿って上昇
転動して遊技領域２０７に放出され、センター装飾部材２０５や、遊技釘２０９、２１０
、２１３、風車２１１、ゲート２１６、電飾部材２３１Ａなどに衝突・案内されながら落
下転動し、第１始動口２１４や、第２始動口２１５、大入賞口２１７に入賞したり、アウ
ト口２１８を通過する。なお、本実施の形態のパチンコ機１は、第１始動口２１４や第２
始動口２１５にパチンコ球が入賞すると、主制御基板（図示せず）が大当たりか否かの抽
選を行い、その抽選結果に基づく表示指定を表示制御基板（図示せず）に伝達し、表示制
御基板（図示せず）が、表示画面２０３に大当たりか否かの抽選結果を示すように表示制
御を行う周知のパチンコ機である。
【００１７】
　次に、センター装飾部材２０５について、図面に基づき説明する。
図１の正面図や図３の斜視図に示すように、センター装飾部材２０５には、表示画面２０
３を露出させるための開口部３０１が設けられており、その開口部３０１の下側には、ス
テージ３０５が設けられている。
　さらに、センター装飾部材２０５の開口部３０１の左側には、屈曲した中空筒状の２本
のワープルート３０２Ａ，３０２Ｂが列設されている。
【００１８】
　まず、ステージ３０５には、表示画面２０３の前面側に重なるように起立し、転動する
パチンコ球から表示画面２０３を保護する保護板３１２と、保護板３１２より遊技者側の
位置に起立するリブ３０６、隔壁３１０、３１３が形成されている。保護板３１２とリブ
３０６の間の底には、レーン３０７Ｂが湾曲状に形成され、隔壁３１０、３１３とリブ３
０６の間には、レーン３０７Ａが湾曲状に形成されている。レーン３０７Ａの中央付近は
、後述のワープルート３０２Ａの出口３０４Ａから排出されたパチンコ球を、保護板３１
２の中央部付近に設けられた落下入口３０８に向けて案内するように、レーン３０７Ｂの
高さ位置より上方に高く形成されている。そして、落下入口３０８に流下したパチンコ球
は、内部の通路（不図示）を通って、隔壁３１３の落下出口３０９から第1始動口２１４
に向けて落下するように構成されている。また、レーン３０７Ａの中央付近から左右にず
れた位置においては、パチンコ球がレーン３０７Ｂからレーン３０７Ａに転がり落ちて、
レーン３０７Ａから隔壁３１３を通過して転動領域２３２に流下するような傾斜が施され
ている。
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【００１９】
　そして、各レーン３０７Ａ、３０７Ｂの左端側には、ワープルート３０２Ａ，３０２Ｂ
の出口３０４Ａ，３０４Ｂがそれぞれ配設されている。
【００２０】
　隔壁３１０は、レーン３０７Ａ、３０７Ｂよりも上方に突出するようにセンター装飾部
材２０５に対して螺子などで固定されている。
　隔壁３１０の上方への突出加減（高さ）や横方向の大きさは、発射されたパチンコ球が
、隔壁３１０の下方の転動領域２３２で、風車２１１から第１始動口２１４に向けて植設
された遊技釘２１３に当たり、跳ね返ることによって、ステージ３０５に載り過ぎないよ
うに、即ち、パチンコ球が、第1始動口２１４や第２始動口２１５に到達することなく、
アウト口２１８へ流れ落ちる確率が考慮されたもの、あるいは、パチンコ球が、跳ね返っ
て、ステージ３０５に載り、始動口２１４や第２始動口２１５に入賞する確率が考慮され
たものである。
【００２１】
　なお、隔壁３１０、保護板３１２は、無色透明の光透過性材質であるポリカーボネート
樹脂で成形加工されている。
　このことによって、遊技者は、隔壁３１０又は保護板３１２を介して、表示画面２０３
に映し出される映像を見ることが可能である。また、隔壁３１０の一部においては、後方
に保護板３１２が位置するが、隔壁３１０と保護板３１２を介して、遊技者は、表示画面
に映し出される映像を見ることが可能である。
【００２２】
　また、隔壁３１０は、無色透明の光透過性材質で形成されている為、パチンコ球によっ
て、隔壁３１０の表面に傷が付いても、常時、後方の表示画面２０３から遊技者側に光が
発せられることによって、傷が目立ち難くなる。
【００２３】
　なお、隔壁３１０は、センター装飾部材２０５の一部として一体的に成形加工されても
よく、また、隔壁３１０は、隔壁３１３と一体的に成形加工されていてもよい。
　本実施の形態では、保護板３１２を表示画面２０３の前面側に重なるように起立させる
ことで、転動するパチンコ球から表示画面２０３を保護することと、転動領域をできるだ
け確保することができ、且つ、大型化された表示画面２０３を有効に活用するといった効
果が得られる。
【００２４】
　更に、この保護板３１２を以下の示すように構成してもよい。
　図１１に示す保護板３１２は、無色透明の光透過性材質であるポリカーボネート樹脂で
成形加工されており、表示画面２０３との位置関係など図３の保護板３１２と同様である
。
　図３の保護板３１２と異なる点は、間隔をおいて４箇所に、円柱を半分に切断したよう
な形状の凸状部３１２Ａが保護板本体３１２Ｂと一体に形成されていることである。
　凸状部３１２Ａは、保護板本体３１２Ｂより、上方に突出しており、且つ、遊技者側に
も突出している。
【００２５】
　なお、本実施の形態のパチンコ機１は、第１始動口２１４又は第２始動口２１５にパチ
ンコ球が所定時間内に複数入賞すると、不図示の主制御基板が始動入賞を記憶すると共に
、不図示の表示制御基板が記憶した始動入賞の数（最大４個）をキャラクタ等のデザイン
を使って表示画面２０３に表示する制御を行うものである。
　即ち、これら始動入賞の数を示すデザインが表示される表示画面２０３の表示位置に対
応するように、凸状部３１２Ａが４箇所設けられている。
　凸状部３１２Ａは、レンズとなるため、表示画面２０３に映し出されるデザインを拡大
するため、記憶された始動入賞の数を遊技者は確認し易くなるように、形成されている。
【００２６】
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　次に、センター装飾部材２０５の開口部３０１より左側に形成されたワープルート３０
２Ａ、３０２Ｂについて説明する。
　ワープルート３０２Ａ，３０２Ｂは、パチンコ球の球径よりやや大きい内径の中空を有
しており、センター装飾部材２０５の左側縁部にそれぞれの入口３０３Ａ，３０３Ｂ（図
１参照）が形成され、それぞれの下端部に出口３０４Ａ，３０４Ｂが形成されている。ま
た、ワープルート３０２Ａ，３０２Ｂは、無色透明の光透過性材質であるポリカーボーネ
ート樹脂で成型加工されており、さらに、少なくとも上下に立設された部分が表示画面２
０３の正面側（図１の図面手前側）で連ねて設けられており、図１に示すように正面から
見ると、その上下に立設された部分の一部同士は重なり合った状態にある。
【００２７】
　図４は、図１の線Ａ－Ａ箇所で、ワープルート３０２Ａ、３０２Ｂ及び表示画面２０３
を切断した部分断面図である。
【００２８】
　本実施の形態においては、図４に示すように、遊技者側から表示画面２０３を見ると、
ワープルート３０２Ａの幅（直径）Ｅ１とワープルート３０２Ｂの幅（直径）Ｅ２の間に
、一部が重なる箇所Ｅ３を設けることで、ワープルート３０２Ａの幅Ｅ１とワープルート
３０２Ｂの幅Ｅ２を加算した幅（Ｅ１+Ｅ２）より狭くなる為、遊技者がワープルート３
０２Ａ、３０２Ａを介すことなく、表示画面２０３を直接、視ることができる表示領域が
増加することになる。
【００２９】
　また、表示画面２０３の映像を直視するよりは、若干見づらくはなるが、ワープルート
３０２Ａ、３０２Ｂを無色透明の光透過性材質であるポリカーボネート樹脂で構成するこ
とで、ワープルート３０２Ａ、３０２Ｂを介して、表示画面２０３の映像が視認できる。
【００３０】
　なお、ワープルートを３０２Ａ、３０２Ｂを介して表示画面２０３を見る場合、ワープ
ルートを形成するポリカーボネート樹脂がレンズとなって光を屈折させる為、箇所Ｅ３の
領域は、表示画面２０３の映像が最も見づらくなるが、色彩などは確認できる領域である
ので、視認可能と言える。
【００３１】
　このように、ワープルート３０２Ａ、３０２Ｂを、一部が重なるように配置したことに
よって、図５に示すように、各ワープルート３０２Ａ、３０２Ｂを通過中のパチンコ球Ｐ
１、Ｐ２が重なったとしても、ワープルート３０２Ｂを通過中のパチンコ球Ｐ２の一部を
確認することができる。
　よって、各ワープルート３０２Ａ、３０２Ｂにパチンコ球が、いかなるタイミングで通
過しても、通過中のパチンコ球を見失うことはない。
【００３２】
　更に、図１のＡ－Ａ箇所においては、各ワープルート３０２Ａ、３０２Ｂの全幅（Ｅ１
+Ｅ２－Ｅ３）が、表示画面２０３に重なるように、表示画面２０３の前面側に配置され
ている為、大型サイズの表示画面２０３を配置するにも関わらず、センター装飾部材２０
５の幅が広がることなく、風車２１１付近の転動領域を確保し易くなる。
【００３３】
　また、本実施の形態においては、ワープルート３０２Ａ、３０２Ｂの出口３０４Ａ、３
０４Ｂの前方に、隔壁３１０が設置されているが、隔壁３１０も、ワープルート３０２Ａ
、３０２Ｂと同様に無色透明の光透過性材質であるポリカーボネート樹脂で成形加工され
ている為、遊技者は、隔壁３１０介して、ワープルート３０２Ａ、３０２Ｂの出口３０４
Ａ、３０４Ｂから排出されるパチンコ球を確認することができると共に、更にその後方の
表示画面２０３に映し出される映像を、隔壁３１０及び、ワープルート３０２Ａ、３０２
Ｂを介して見ることが可能になる。
【００３４】
　本実施の形態においては、表示画面２０３が大型化又は偏在されても、隔壁３１０や保
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護板３１２やワープルート３０５などが透明の光透過性材質である為、これら透明材質を
介して遊技者が表示画面２０３を視認できるので、視覚効果などを十分に発揮させること
ができる。さらに、表示画面２０３が大型化するに連れて、追従するように、転動領域２
３２を狭くしなくても良いので、第１始動口２１４又は第２始動口２１５に対する球の入
賞率の調整を考慮したレイアウト設計への制約が比較的緩やかにすることができる。
　なお、ワープルート３０２Ａ、３０２Ｂの断面は、パチンコ球が通過できるものであれ
ば、楕円形や多角形などの何れの形状であってもよい。例えば、図６に示すように各ワー
プルート３０２Ａ、３０２Ｂの断面を楕円形としてもよく、また、図８に示すように各ワ
ープルート３０２Ａ、３０２Ｂの断面を四角形としてもよい。
【００３５】
　図６及び図８のように各ワープルート３０２Ａ、３０２Ｂを並べることで、各ワープル
ート３０２Ａ、３０２Ｂが重なり合わない状態で配列する図７及び図９に比べて、前述し
たように、表示画面２０３を直接、視ることができる表示領域が増加する。
【００３６】
　なお、上記の実施形態に限定されることなく、その趣旨を逸脱しない範囲で様々な変更
が可能である。
　例えば、ワープルートは３本以上であってもよく、有色透明材質で構成してもよい。
【００３７】
　また、センター装飾部材に対するワープルートの設置や形状についても様々な変更が可
能であり、センター装飾部材の形状についても、様々な変更が可能である。
　図１に示す実施の形態では、ワープルート３０２Ａ，３０２Ｂを透明の光透過性材質で
形成したことによって、ワープルート３０２Ａ，３０２Ｂを介して、後方の表示画面２０
３が視認可能となったが、ワープルート３０２Ａ，３０２Ｂの上方付近に位置する表示画
面２０３の左上隅付近は、遊技盤面２０２Ａの裏面に位置するため、遊技者側から、視認
できない。
【００３８】
　このため、別の実施の形態として、以下のようなセンター装飾部材を用いれば、表示画
面をより一層視認することができる。
　図１０は、別の実施の形態として構成された遊技盤の正面図である。
　なお、図１０中の構成を説明するに際して、図１に示す実施の形態と共通する構成につ
いては、同じ符号を用いて、便宜上、説明詳細を省略する。
【００３９】
　図１０においては、センター装飾部材２０５の一部として、基底片面４０１Ａが新たな
構成として形成されている。基底片面４０１Ａは、遊技盤２０２の中央に開設された孔（
不図示）の輪郭に類似する形状で、若干、孔より大き目に形成されている。このことで、
基底片面４０１Ａの周縁端部分のみが、盤面２０２Ａの表面側に接した状態で、遊技盤２
０２Ａにねじなどで固定されている。
　基底片面４０１Ａには、遊技者側へ垂直に立ち上がるように突出片面４０２が一体形成
されている。
　突出片面４０２の下流側には、突出片面４０２と同様に、基底片面４０１Ａに対し遊技
者側へ垂直に立ち上がるように傾斜片面４０３が一体形成されている。
【００４０】
　なお、傾斜片面４０３は、概ね、表示画面２０３の左側の上方から下方に至るまでの長
さであり、ワープルート３０２Ｃを構成するものである。
　即ち、ワープルート３０２Ｃは、上方に形成された入口３０３Ｃからパチンコ球を内部
に受け入れ、下方に形成された出口３０３Ｄからパチンコ球を排出できるように、中空の
筒体からなり、途中の地点Ｐ付近で、一旦、表示画面側に屈曲し、再度、下方に延びよう
に形成されている。
【００４１】
　そして、地点Ｐよりやや下方には、ワープルート３０２Ａがワープルート３０２Ｃの前
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方に形成されている。
　これらワープルート３０２Ａ、３０２Ｃは、何れも無色透明の光透過性材質で構成され
ている。
　この為、遊技者側から、ワープルート３０２Ａ、３０２Ｃを介して、表示画面２０３を
視認することできる。
【００４２】
　そして、本実施の形態においては、基底片面４０１Ａも一部が無色透明の光透過性材質
で構成されている。
　具体的には、基底片面４０１Ａは、二点鎖線で示す表示画面２０３の左上角を境界に、
表示画面２０３と重なる領域が、無色透明の光透過性材質であるポリカーボーネート樹脂
で成形され、その他が有色で、且つ、不透明である樹脂を使って、一体的二色成形されて
いる。
　よって、基底片面４０１Ａの内、有色樹脂で成形された部分が、遊技盤２０２の中央に
開設された孔（不図示）を塞いでおり、有色、且つ、不透明である為、遊技盤２０２の裏
面側が遊技者は視認できない。
　一方、基底片面４０１Ａの内、無色透明の光透過性材質からなる部分によって、表示画
面２０３が大きくなっても、遊技者が視認可能となる。
【００４３】
　なお、本実施の形態の基底片面４０１Ａは、盤面２０２Ａの転動領域の働きもなす。例
えば、ピン形状もしくは障害壁などを基底片面４０１Ａから、遊技者側に突出するように
、基底片面４０１Ａと一体に成形することが、より好ましい。
【００４４】
　本実施の形態は、表示画面２０３の左上角付近に位置する基底片面４０１Ａを、透明の
光透過性材質であるポリカーボーネートと、有色樹脂で二色一体成形し、透明の光透過性
材質の樹脂を介して表示画面のみを遊技者が視認可能とする構成であるが、表示画面２０
３の左下角付近や右上角付近、或いは、右上角付近を同様に構成すればより一層、遊技盤
２０２の中央に開設された孔（不図示）を隠した状態で、表示画面２０３の視認領域を増
やすことが可能になる。
【００４５】
　即ち、表示画面２０３が大型化又は偏在されても、センター装飾部材２０５の基底片面
４０１Ａやワープルート３０５などが透明の光透過性材質である為、これら透明材質を介
して遊技者が表示画面２０３を視認できるので、視覚効果などを十分に発揮させることが
できる。さらに、表示画面２０３が大型化するに連れて、追従するように、転動領域２３
２を狭くしなくても良いので、第１始動口２１４又は第２始動口２１５に対する球の入賞
率の調整を考慮したレイアウト設計への制約が比較的緩やかにすることができる。
【００４６】
  以上のことから、本発明は、センター装飾部材によって外周が取り囲まれた表示画面が
大型化又は偏在されても、パチンコ球のステージへの跳ね上がりを調整し易くする、即ち
、始動入賞口への入賞確率を調整し易くすると共に、表示画面の視認に支障がない構造を
有したパチンコ機を提供することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の一実施形態を示したパチンコ機の遊技盤の正面図。
【図２】同パチンコ機を示した正面図。
【図３】同パチンコ機のセンター装飾部材を示した斜視図。
【図４】図１の線Ａ－Ａで表示画面と２本のワープルートを切断した断面図。
【図５】各ワープルートを通過するパチンコ球が重なった状態を示した図。
【図６】図１の線Ａ－Ａで表示画面と２本のワープルートを切断した断面図。
【図７】図１の線Ａ－Ａで表示画面と２本のワープルートを切断した断面図。
【図８】図１の線Ａ－Ａで表示画面と２本のワープルートを切断した断面図。
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【図９】図１の線Ａ－Ａで表示画面と２本のワープルートを切断した断面図。
【図１０】別の実施の形態として構成された遊技盤の正面図。
【図１１】別の形態の保護板を示した図。
【符号の説明】
【００４８】
　１…パチンコ機、２０２…遊技盤、２０２Ａ…遊技盤の盤面、２０３…表示画面、２０
５…センター装飾部材、２０６Ａ…外側レール、２０６Ｂ…内側レール、２０７…遊技領
域、２１３…遊技釘、２１４…第１始動口、２１５…第２始動口、２３２…転動領域、３
０２Ａ，３０２Ｂ…ワープルート、３０５…ステージ、３０７Ａ，３０７Ｂ…ステージの
レーン、３１０…隔壁

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図８】

【図９】
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